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               令和 4 年度横浜市栄区生活支援センター事業報告 

 

                                        

令和 4 年度も新型コロナウィルス感染症の影響により今まで通りの大規模イベント等がで

きずにいたが、小規模イベントにして感染症対策を徹底し工夫をしながら開催を実施した。

センター来館者数は少しずつ戻り、利用者自身の新型コロナウィルス感染への不安は減少し

てきたように思えます。相談支援では親なき後から一人暮らしのケース相談が増え、生活支

援センター支援に繋げ生活支援センターのフリースペース利用、食事サービス利用等に繋げ

た。又、区内地域ケアプラザとの連携や区役所の地区支援チーム会議の参加により連携が強

化され、区内におけるセンターへの期待や要望等を把握できたことで、新たな地域ニーズに

対する相談体制ができた。 

今後も引き続き利用者支援のより良い方法を検討すると共に地域における精神障害者やメ

ンタルヘルスの不調の方への課題の解消に向けた支援を検討していきます。 

 

■ 事業内容                                             

１ 開所日数 ：     308 日 

２ 登録者数 ：     1,313 名 （男性 769 人、女性 544 人） 

３ 来館者数 ：    7,965 名 

４ 事業実施状況 

（１） 本体事業   

ア．日常生活支援 

    電話相談  5,418 件、 面接  805 件、 フリースペース対応  861 件 

訪問・同行  304 件、 その他  7 件 

              イ．有料サービス  

夕食サービス 3,586 名、 入浴サービス 322 名、 洗濯サービス 130 名、 

インターネット  36 名 

ウ．嘱託医相談 

  相談回数  24 回   相談者  53 名 

エ．カウンセラー相談 

  相談回数  12 回   相談者  29 名 

オ．自主事業 

   ＊定例事業 

誕生会（10 回：123 名）、利用者ミーティング（12 回：134 名）、 

姫の会（3 回：38 名）、リカバリー講座（12 回：96 名）、 

ゆるっと女子会（7 回：34 名）、ひだまり参加（34 名)、昼カラオケ（中止）、 

   ＊その他イベント等 

初詣（19 名）、納涼会（15 名）、クリスマス会（27 名）、お花見（17 名）、 

いたちまつり（400 名）、ようこそ出会い広場（6 名）、区民まつり（12 名） 
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カ．普及啓発活動 

例年実施している生活支援センター及び精神障害への理解に対する関係機関及び団体

向けの勉強会、説明会等は、令和4年度新型コロナウィルスの影響は少なくなったも

のの問い合わせは少なかった。但し、地域ケアプラザ職員向け勉強会、地区支援チー

ム会議、ケアマネージャー勉強会、後見的支援制度あんしんマネージャー研修におい

て、生活支援センターの紹介や機能など、地域に果たす役割について講義した。  

キ．その他 

  ・高齢化率の高い栄区の地域課題として「8050 問題」「親なき後問題」があげられ、 

家庭内の問題（精神障害者のひきこもり、親なき後の一人暮らし等）についての相談

が、区役所、又は区内地域ケアプラザからの相談が増えてきている。区内地域ケアプラ

ザに対し相談担当職員を配置し、相談体制の強化を図った。 

・区内地域ケアプラザに担当窓口職員を配置し、地域における課題についての相談窓口 

としての機能を強化した。定期的な情報共有の場を設けるとともに、一か所であるが

地域ケアプラザでの出前相談会を実施している。 

・令和 4 年度は、家族会・区役所・生活支援センター共催の精神科家族教室を実施。精

神科病院の薬剤師を講師に招き、一般家族の方向けに「家族が学ぶ精神科の薬につい

て」を実施した。 

（２） 自立生活アシスタント事業／自立生活援助事業 

地域において単身で生活する精神障害者（自立生活アシスタント事業該当者）の方々の

安定した生活を維持出来るよう支援しました。 

相談依頼は区役所の障害者支援担当、生活支援課など行政機関、計画相談事業所、基幹

相談支援センターからあり、支援に当たっては、専任職員だけでなく支援内容により他

の職員及び関係機関との連携、協力のもと事業の充実を図りました。 

又、センター内で自立生活アシスタントチームとして月 1 回のミーティングを実施、利

用状況・目的・ケース問題を共有し、問題解決に向けて話し合いをしている。 

自立生活アシスタント利用終了者については、利用者及び関係機関と相談の上、センタ

ー本体事業へと繋ぎ対応した。 

尚、自立生活援助事業については、区役所と連携し実施について検討しているが、今年

度利用者はいなかった。 

 

   

○登録者数  11 名 （相談中 4 名、 終了者 3 名） 

○支援内容 

１ 金銭管理（計画性の指導・助言・管理）・・・あんしんセンターとの連携 

２ 衣食住支援・・・ヘルパー事業所との連携 

３ コミュニケーション支援 

４ 健康管理、服薬指導及び管理・・・訪問看護、病院との連携 

５ 住環境整備（部屋の片づけ、引越しの援助、）・・・ヘルパー事業所、不動産業者との 

連携 

６ 生活のリズム作り 

７ 精神の安定 

８  定期的訪問（生活状況の把握,精神的安定） 

９  その他日常生活における問題の相談 
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（３） 退院サポート事業／地域移行・地域定着支援事業 

新型コロナウィルスの影響が少しずつ緩和している中、病院への面会も徐々にできるよ

うになった年であった。ただ協働活動、普及啓発活動は引き続きできない状況が続いて

いるため、退院サポート事業及び地域移行・定事業も新規の相談依頼は滞っているのが

現状である。また、舞岡病院の OT プログラム（かたつむり）も同様に中止となってい

る。 

 

○支援者数  3 名（相談中 0 名、退院後フォロー 0 名）   

 

（４） 計画相談事業（指定特定相談支援事業及び指定一般相談支援事業） 

  区役所障害者支援担当と連携し、障害福祉サービスを利用する利用者の方々を対象に適

切な社会資源の活用及び関係機関との連携を行い、利用者が安心して日常生活を過ごせ

るよう支援しました。 

  又、区内精神障害者対象の計画相談事業所が少ないため、区外で栄区をエリアとしてい

る近隣区の事業所に声を掛け「栄区計画相談連絡会」を実施、ケース共有・検討・その他

定期的な打合せを行っている。 

 

○総件数  22 件（特定相談件数 22 件） 相談中 6 件 

 

（５） 防災訓練 

・第 1 回、第 2 回共に新型コロナウィルス感染拡大防止のため、小菅ケ谷地域ケアプラ 

ザ及び生活支援センターの利用者参加による避難訓練は中止とし、両職員による避難 

経路確認及び消火設備確認を行った。 

 ・福祉避難所開設訓練 

  令和 5 年 3 月 16 日（木）13:30～15:30 

   小菅ケ谷地域ケアプラザと共同で、区役所高齢・障害支援課高齢・障害係係長より講

義「福祉避難所とは?開設にあたって注意すべき点」「段ボールベッド組み立て及び設

置訓練」を行った。 

 

■法人及び関係機関等会議及び行事 等                             

（１）横浜市、栄区関係 

  ・横浜市生活支援センター施設長会議・実務者会議、三機関合同連絡会、地区支援チー 

   ム会議、成年後見サポートネット会議、アウトリーチ支援会議、自殺予防対策分科会、 

福祉避難場所連絡会、栄区地域自立支援協議会、精神部会・相談支援部会、栄区ネット 

ワーク会議、三機関定例カンファレンス 

・自殺対策キャンペーン、ふれあい交流事業、区民祭り、新年祝賀会、、各種研修会 

 

（２）区社会福祉協議会・地域自治会・事業所等 

・生活支援センター連絡会、南部若者支援連絡会、さかえ会（家族会） 

・サポートセンター径運営委員会、みちくさみち理事会、こだちの会運営委員会、小菅ヶ谷 

ケアプラザ運営委員会、小菅ケ谷つながるプラン全体会・分科会、移動情報センター 

推進会議、後見的支援室とんぼ報告会 

  ・南部若者支援連絡会、地域ケア会議、栄区社会福祉大会、さかえ福祉フェスタ、区社協 

専門機関部会障害者支援分科会、駅前祭り、小菅ヶ谷地域敬老会、 

・障害者週間キャンペーン 
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（３）市精連関係 

・市精連相談部会 

・市精連研修会 

 

（４）法人関係 

・施設長会議、研修委員会、広報委員会、研修会 

・法人理事会、評議員会 

・法人全体研修 

 

■ 研修会参加                                                

（１）外部研修 

  ・支援、援助技術関係（8 回）、 ・医療、薬関係（1 回）、 ・災害関係（0 回）、 

  ・メンタル、リスク関係（1 回）、 ・その他、一般関係（0 回） 

  ・センター連絡会新任研修（4 回） 

 

（２）法人関係 

  ・法人研修（10 回） 

 

■実習生受け入れ                                               

（１）精神保健福祉士関係実習 ： 11 名 

（２）看護関係 ： 51 名 

（３）その他 ： 0 名 

 

 

 

以上 
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